
公共施設マネジメント通信

　施設カルテは、市民の皆さんに公共施設の状況を知っていただくため、本市が保有している公共施設のいろいろな情報を施設ごとにまとめたものです。

　※本市が保有している施設を対象としています。（令和2年度末現在６７５施設　基準日：令和3年3月31日）

　※道路・橋梁等土木構造物や上下水道施設等のインフラ施設は対象外です。

　 　※毎年度、決算データ等に基づいて更新し、公表しています。 ※松本市ホームページでどなたにもご覧いただけます。

第４号では、令和４年３月に更新した施設カルテについてお伝えします。

棟情報
用途・構造・建築年度・耐

震情報など施設の棟ごとの

情報です。

施設情報
施設名称、所在地、所管課

や面積、営業時間など、施

設の基本的な情報です。

施設サービス提供状況
利用者数・開館日数、各分

類の平均値との比較グラフ

など、施設サービス提供に

関する情報です。

財務情報
直近３年度分の歳入・歳出

など財務に関する情報です。

施設情報・棟情報

１

施設カルテ

財務情報・施設サービス提供状況

２

ここでの「平均」は、

「施設小分類ごとの

平均」です。

「分類」は施設を用途・目的

ごとに分けたものです。

羅針盤

施設カルテの

QRコード

4Vol.



　こちらでは、先進の他自治体でどんな取り組みをして

いるのかをお伝えしていきます。

　

　今回は福岡県飯塚市の事例です。

　児童数の減少を踏まえ、２つの小学校と１つの中学校

を施設一体型の小中一貫校へ。さらに併設の児童館も統

合し、合計４つの施設を１つに集約しています。

　

出典：総務省ホームページ

施設性能評価
４ページ目の「施設管理者アンケート結果」を使用し、各施設の性能をレーダー

チャート形式で見やすくしたものです。

費用対効果評価
施設の「１㎡当りのコスト」

と「利用度」からみた定量

的な評価です。

一次評価
「費用対効果評価」と

「施設性能評価」の結

果を使用し、今後の方

向性の考え方を９つの

分類に振り分けたもの

です。

※直近年度のデータを基に

機械的に算出するため、

評価結果がそのまま各施

設の今後の実施方針とな

お問い合わせはこちら

費用対効果評価・施設性能評価・一時評価

３

施設管理者アンケート結果

４

先進他自治体の取り組み紹介コーナー

区分 対応 費用対効果評価の考え方

Ａ 継続 コストも利用度も良好

Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い

Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い

Ｃ 見直し コストも利用度も不良

A 長寿命化（維持継続） 優 優

区分 方向性
一次評価の考え方

費用対効果 施設性能

Ｂ１ 施設性能向上 優 向上

Ｂ２ 費用対効果向上 向上 優

Ｅ 要見直し 改善 改善

Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善 改善 優

Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善 向上 改善

Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善 改善 向上

Ｃ１ 更新、大規模改修 優 改善

Ｃ２ 費用対効果と施設性能の向上 向上 向上

次号予告

施設ごとの今後の方向性や対策等を示す、

「個別施設計画」についてお伝えします。


